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普及並びに隊員の健全な育成発展に協力す
るを目的とする｡

緊急発進の対象となった
ロシア機と中国機の
飛行パターン例
（2024年度）

☆日本の領空・領海・排他的経済水域

☆我が国周辺における主な兵力の状況（概数）

☆中露の飛行パターン　

☆核軍縮・核廃絶とは逆光する世界の構図　

☆九州・南西地域における主要部隊新編状況（2016以降）

☆中国の「A2AD」戦略
　第１列島線内に進入させない
　第２列島線内で作戦行動をさせない

中国海軍の演習
2024.12.22 宮古海峡で封鎖演習
2025.04.02 中国軍台湾海峡で演習
2025.06.07 中国２空母展開 戦闘機異常接近

☆わが国周辺で確認された中国海空軍（海上・航空自衛隊撮影）　

わが国周辺で何が起こっているのか？（Ⅹ）わが国周辺で何が起こっているのか？（Ⅹ）
（第 2面に「わが国を取り巻く安全保障環境」について掲載）

（令和７年 防衛白書等から抜粋）
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一
【
全
般
】

　

国
際
社
会
は
戦
後
最
大
の
試
練

の
時
を
迎
え
、
既
存
の
秩
序
は
深

刻
な
挑
戦
を
受
け
、
新
た
な
危
機

の
時
代
に
突
入
し
て
い
る
と
の
認

識
が
広
く
共
有
さ
れ
、
わ
が
国
を

取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
も
戦
後

最
も
厳
し
く
複
雑
な
も
の
と
な
っ

て
い
る
。

　

世
界
で
は
こ
れ
ま
で
の
普
遍
的

価
値
や
そ
れ
に
基
づ
く
政
治
・
経

済
体
制
を
共
有
し
な
い
国
家
が
勢

力
を
拡
大
し
て
き
て
お
り
、
力
に

よ
る
一
方
的
な
現
状
変
更
や
そ
の

試
み
は
、
既
存
の
国
際
秩
序
に
対

す
る
深
刻
な
挑
戦
と
な
っ
て
い
る
。

　

特
に
、
２
０
２
２
年
２
月
の
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

は
、
国
連
常
任
理
事
国
で
あ
る
ロ

シ
ア
に
よ
る
一
方
的
な
軍
事
侵
攻

で
あ
り
、
核
の
恫
喝
を
繰
り
返
し

つ
つ
侵
攻
を
継
続
す
る
ロ
シ
ア
の

行
動
は
国
際
秩
序
の
根
底
を
揺
る

が
す
深
刻
な
事
態
と
な
っ
て
い

る
。

　

ま
た
、
中
東
で
は
２
０
２
３
年

10
月
７
日
に
イ
ス
ラ
ム
主
義
組
織

ハ
マ
ス
の
奇
襲
に
よ
り
始
ま
っ
た

戦
争
が
１
年
３
か
月
を
経
た
２
０

２
５
年
１
月
19
日
に
よ
う
や
く
停

戦
と
な
っ
た
も
の
の
先
行
き
は
不

透
明
で
あ
り
、
イ
ラ
ン
と
イ
ス
ラ

エ
ル
の
軍
事
衝
突
、
イ
エ
メ
ン
の

反
政
府
勢
力
フ
ー
シ
派
に
よ
る
紅

海
を
航
行
す
る
船
舶
へ
の
攻
撃
な

ど
も
あ
り
、
中
東
は
引
き
続
き
不

安
定
な
情
勢
に
あ
る
。

　

２
０
２
５
年
１
月
に
米
国
に

お
い
て
第
２
次
ト
ラ
ン
プ
政
権

が
誕
生
し
た
が
、
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
の
「
米
国
第
一
主
義

（M
A

G
A

：M
ake A

m
erica 

Great A
gain

）」
の
政
策
が
、
米

国
の
み
な
ら
ず
国
際
社
会
に
既
存

の
概
念
で
は
予
測
で
き
な
い
大
転

換
を
起
こ
し
、
わ
が
国
を
含
む
国

際
社
会
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る

可
能
性
が
あ
る
。
特
に
米
国
と
中

国
の
国
家
間
競
争
は
、
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
の
再
登
場
に
よ
り
、
様
々

な
分
野
で
今
後
よ
り
一
層
激
し
さ

を
増
し
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

　

一
方
、
科
学
技
術
の
急
速
な
進

展
に
よ
り
、
安
全
保
障
の
あ
り
方

が
根
本
的
に
変
化
し
て
き
て
お

り
、
各
国
は
、
い
わ
ゆ
る
ゲ
ー
ム
・

チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
と
な
り
う
る
先
端

技
術
の
開
発
を
強
力
に
推
進
し
て

お
り
、
こ
れ
に
よ
り
軍
隊
の
構
造

や
戦
い
方
に
お
い
て
も
根
本
的
な

変
化
が
生
起
し
て
き
て
い
る
。
加

え
て
、
偽
情
報
の
拡
散
を
含
む
情

報
戦
が
平
素
か
ら
行
わ
れ
る
な
ど

サ
イ
バ
ー
領
域
な
ど
に
お
け
る
リ

ス
ク
が
深
刻
化
し
て
い
る
ほ
か
、

軍
事
的
な
手
段
と
非
軍
事
的
な
手

段
を
組
み
合
わ
せ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
戦
が
さ
ら
に
洗
練
さ
れ
た
形
で

実
施
さ
れ
る
可
能
性
が
高
く
な
る

と
見
積
も
ら
れ
て
い
る
。

　

わ
が
国
が
位
置
す
る
イ
ン
ド
太

平
洋
地
域
で
特
に
際
立
っ
て
お

り
、
将
来
、
さ
ら
に
深
刻
さ
を
増

す
可
能
性
が
あ
る
。
イ
ン
ド
太
平

洋
地
域
は
、
世
界
人
口
の
半
数
以

上
を
擁
す
る
世
界
の
活
力
の
中
核

で
あ
り
、
太
平
洋
と
イ
ン
ド
洋
の

交
わ
り
に
よ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
は

世
界
経
済
の
成
長
エ
ン
ジ
ン
と

な
っ
て
お
り
、
わ
が
国
も
そ
の
恩

恵
を
受
け
や
す
い
位
置
に
あ
る
。

同
時
に
、
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
は

安
全
保
障
上
の
課
題
が
多
い
地
域

で
も
あ
り
、
そ
の
リ
ス
ク
に
さ
ら

さ
れ
る
可
能
性
も
極
め
て
高
い
と

見
積
も
ら
れ
る
。

二
【
わ
が
国
周
辺
情
勢
】

○
中
国
は
過
去
30
年
以
上
に
わ
た

り
、
透
明
性
を
欠
い
た
ま
ま
継
続

的
に
高
い
水
準
で
国
防
費
を
増
加

さ
せ
、
核
・
ミ
サ
イ
ル
戦
力
や
海

上
・
航
空
戦
力
を
中
心
に
軍
事
力

の
質
・
量
を
広
範
か
つ
急
速
に
強

化
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
わ
が
国
の
尖
閣
諸
島
周

辺
を
含
め
、
東
シ
ナ
海
、
南
シ
ナ

海
に
お
け
る
海
空
域
に
お
い
て
、

力
に
よ
る
一
方
的
な
現
状
変
更
の

試
み
を
強
化
し
、
日
本
海
や
太
平

洋
な
ど
で
も
、
わ
が
国
の
安
全
保

障
に
影
響
を
及
ぼ
す
軍
事
活
動
を

拡
大
・
活
発
化
さ
せ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
中
国
の
対
外
的
な
姿
勢

や
軍
事
動
向
等
は
、
わ
が
国
の
平

和
と
安
全
及
び
国
際
社
会
の
平
和

と
安
定
を
確
保
し
、
法
の
支
配
に

基
づ
く
国
際
秩
序
を
強
化
す
る
上

で
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
最
大
の
戦

略
的
挑
戦
で
あ
る
。

　

特
に
、
昨
年
８
月
26
日
に
は
中

国
軍
Ｙ
９
情
報
収
集
機
１
機
が
長

崎
県
男
女
群
島
沖
で
の
領
空
侵
犯

し
た
事
案
の
ほ
か
、
同
年
９
月
17

日
に
は
、
中
国
海
軍
の
空
母
「
遼

寧
」
と
ミ
サ
イ
ル
駆
逐
艦
計
３
隻

が
沖
縄
県
の
与
那
国
島
と
西
表
島

の
間
を
航
行
し
、
中
国
海
軍
の
空

母
と
し
て
初
め
て
日
本
の
接
続
水

域
を
航
行
し
た
こ
と
は
極
め
て
憂

慮
す
べ
き
事
態
で
あ
る
。

　

ま
た
、
台
湾
周
辺
で
の
軍
事
活

動
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
活
発
化
さ

せ
て
お
り
、
特
に
、
台
湾
独
立
記

念
日
（
10
月
10
日
）
に
合
わ
せ
て

昨
年
10
月
14
日
に
実
施
さ
れ
た

「
聨
合
利
剣
―
２
０
２
４
Ｂ
」
は
、

「
港
湾
施
設
や
海
域
の
封
鎖
」
を

目
的
の
一
つ
と
し
て
掲
げ
、
空

母
「
遼
寧
」
の
参
加
、
海
警
の
台

湾
の
周
回
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

な
ど
、
実
際
の
台
湾
軍
事
侵
攻
の

一
端
を
垣
間
見
せ
る
よ
う
な
演
習

は
、
台
湾
海
峡
の
緊
張
を
高
め
、

わ
が
国
を
始
め
国
際
社
会
に
大
き

な
懸
念
を
与
え
て
い
る
。

　

さ
ら
に
本
年
６
月
中
国
２
空
母

が
第
２
列
島
線
付
近
ま
で
展
開

し
、
監
視
活
動
し
て
い
た
海
上
自

衛
隊
哨
戒
機
に
異
常
接
近
し
、
危

険
な
挑
発
行
動
を
繰
り
返
し
て
い

る
。

○
北
朝
鮮
は
、
近
年
極
め
て
速
い

ス
ピ
ー
ド
で
継
続
的
に
ミ
サ
イ
ル

開
発
を
推
進
し
、
変
則
的
な
詭
道

で
飛
翔
す
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
や

「
極
超
音
速
ミ
サ
イ
ル
」
と
称
す

る
ミ
サ
イ
ル
な
ど
の
発
射
を
繰
り

返
し
て
い
る
ほ
か
、
戦
術
核
兵
器

の
搭
載
を
念
頭
に
置
い
た
長
距
離

巡
航
ミ
サ
イ
ル
の
実
用
化
も
追
求

す
る
な
ど
、
核
・
ミ
サ
イ
ル
関
連

技
術
と
運
用
能
力
の
向
上
に
注
力

し
て
い
て
、
わ
が
国
の
安
全
保
障

に
と
っ
て
従
前
よ
り
も
一
層
重
大

か
つ
差
し
迫
っ
た
脅
威
と
な
っ
て

い
る
。

　

さ
ら
に
、
２
０
２
２
年
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
以
降
、
ロ
シ

ア
と
の
接
近
が
顕
著
と
な
り
、
大

量
の
弾
薬
等
の
提
供
を
開
始
し
た

ほ
か
、
２
０
２
４
年
６
月
19
日
に

は
「
ロ
朝
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
条
約
」
に
署
名
し
、
同
年

10
月
以
降
、
１
万
人
を
超
え
る
朝

鮮
人
民
軍
を
ロ
シ
ア
（
ウ
ク
ラ
イ

ナ
と
の
戦
闘
地
域
）
に
派
遣
し
た

と
見
ら
れ
て
い
る
。

○
ロ
シ
ア
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

後
に
地
上
戦
力
を
西
側
に
割
く
一

方
、
２
０
２
２
年
９
月
に
は
兵
員

５
万
人
以
上
、
中
国
や
イ
ン
ド
な

ど
計
14
カ
国
の
参
加
を
得
て
戦
略

指
揮
参
謀
部
演
習
「
ヴ
ォ
ス
ト
ー

ク
２
０
２
２
」
を
実
施
し
た
の
に

引
き
続
き
、
２
０
２
４
年
９
月
に

は
、
兵
員
９
万
人
以
上
、
艦
船
４

０
０
隻
以
上
、
航
空
機
25
機
の
ほ

か
、
中
国
艦
艇
・
航
空
が
参
加
し

た
過
去
30
年
間
で
最
規
模
の
海
軍

演
習
「
オ
ケ
ア
ン
２
０
２
４
」
を

実
施
す
る
な
ど
、
ウ
ク
ラ
ナ
侵
略

の
最
中
に
あ
っ
て
も
、
極
東
の
日

本
周
辺
で
活
発
な
軍
事
活
動
継
続

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
中
国
と
の
戦
略
的
な
連

携
を
強
化
す
る
動
き
も
顕
著
で
あ

り
、
戦
闘
機
を
伴
っ
た
中
露
の
爆

撃
機
の
共
同
飛
行
や
中
露
艦
艇
の

共
同
航
行
を
日
本
周
辺
海
空
域
で

継
続
的
に
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
は
、
わ
が
国
に
対
す
る
示
威
活

動
を
明
確
に
意
図
し
た
も
の
で
あ

り
、
北
朝
鮮
と
の
連
携
強
化
と
も

相
ま
っ
て
、
わ
が
国
を
含
む
イ
ン

ド
太
平
洋
地
域
の
安
全
保
障
上
の

強
い
懸
念
と
な
っ
て
い
る
。

三
【
宇
宙
・
サ
イ
バ
ー
・
電

磁
波
の
領
域
や
情
報
戦
な
ど

を
め
ぐ
る
動
向
・
国
際
社
会

の
課
題
】

　

サ
イ
バ
ー
空
間
、
海
洋
、
宇
宙

空
間
、
電
磁
波
領
域
な
ど
に
お
い

て
、
自
由
な
ア
ク
セ
ス
や
そ
の
活

用
を
妨
げ
る
リ
ス
ク
が
深
刻
化
し

て
い
る
。
特
に
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃

の
脅
威
は
急
速
に
高
ま
っ
て
お

り
、
機
微
情
報
の
窃
取
な
ど
は
、

国
家
を
背
景
と
し
た
形
で
も
平
素

か
ら
行
わ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
武
力
攻
撃
の
前
か
ら

偽
に
せ
情
報
の
拡
散
な
ど
を
通
じ

た
情
報
戦
が
展
開
さ
れ
る
と
い
っ

た
、
軍
事
目
的
遂
行
の
た
め
に
軍

事
的
な
手
段
と
非
軍
事
的
な
手
段

を
組
み
合
わ
せ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

戦
が
、
今
後
さ
ら
に
洗
練
さ
れ
た

形
で
実
施
さ
れ
る
可
能
性
が
高

い
。
こ
う
し
た
動
向
は
、
わ
が
国

を
含
む
国
際
社
会
が
直
面
し
て
い

る
重
大
な
課
題
で
あ
る
。

四
【
わ
が
国
の
取
り
組
み
】

○
国
際
秩
序
が
重
大
な
挑
戦
に
晒

さ
れ
、
国
際
関
係
に
お
い
て
対
立

と
協
力
の
様
相
が
複
雑
に
絡
み
合

う
時
代
と
な
り
、
わ
が
国
は
戦
後

最
も
厳
し
く
複
雑
な
安
全
保
障
環

境
に
直
面
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

厳
し
い
安
全
保
障
環
境
に
対
応
し

て
い
く
た
め
に
、
２
０
２
２
年
11

月
末
、
岸
田
総
理
は
、
２
０
２
７

年
度
に
防
衛
費
を
２
０
２
２
年
の

国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
２
％

（
約
11
兆
円
）
に
す
る
と
決
定
す

る
と
と
も
に
、
同
年
12
月
、
わ
が

国
は
い
わ
ゆ
る
戦
略
三
文
書
と
言

わ
れ
る
「
国
家
安
全
保
障
戦
略
」、

「
国
家
防
衛
戦
略
」
及
び
「
防
衛

力
整
備
計
画
」
を
策
定
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
必
要
な
防
衛
力
の
抜

本
的
強
化
を
実
現
し
、
真
に
国
民

を
守
り
抜
け
る
体
制
を
作
り
上
げ

る
、
戦
後
の
防
衛
戦
略
の
き
な
転

換
点
と
な
っ
た
。

○
「
国
家
安
全
保
障
戦
略
」
で
は
、

伝
統
的
な
外
交
・
防
衛
分
野
の
み

な
ら
ず
、
経
済
安
全
保
障
、
技

術
、
情
報
な
ど
も
含
む
幅
広
い
分

野
へ
の
政
府
と
し
て
の
横
断
的
な

対
応
の
必
要
性
を
強
調
し
、「
国

家
防
衛
戦
略
」
に
お
い
て
は
、
わ

が
国
の
防
衛
力
の
抜
本
的
強
化
に

当
た
っ
て
重
視
す
る
能
力
と
し
て

７
つ
の
機
能
・
能
力
①
ス
タ
ン
ド
・

オ
フ
防
衛
能
力
②
統
合
防
空
ミ
サ

イ
ル
防
衛
能
力
③
無
人
ア
セ
ッ
ト

防
衛
能
力
④
領
域
横
断
作
戦
能
力

⑤
指
揮
統
制
・
情
報
関
連
機
能
⑥

機
動
展
開
能
力
・
国
民
保
護
⑦
持

続
性
・
強
靱
性
の
強
化
も
重
要
で

あ
り
、
装
備
品
の
可
動
率
向
上
や

弾
薬
・
燃
料
の
確
保
、
防
衛
施
設

の
強
靱
化
へ
の
投
資
を
加
速
し
て

い
る
。
を
導
き
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ

に
お
い
て
強
化
の
た
め
の
基
本
的

な
考
え
方
を
明
示
し
て
い
る
。
ま

た
、
防
衛
生
産
・
技
術
基
盤
を
、

防
衛
力
そ
の
も
の
と
位
置
づ
け
、

そ
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
と

し
た
の
は
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
。

更
に
、
安
全
保
障
上
意
義
が
高
い

防
衛
装
備
移
転
や
国
際
共
同
開
発

を
幅
広
い
分
野
で
円
滑
に
行
う
た

め
、
防
衛
装
備
移
転
三
原
則
や
運

用
方
針
を
始
め
と
す
る
制
度
の
見

直
し
に
言
及
し
て
い
る
点
も
大
き

な
特
徴
で
あ
る
。

○
防
衛
力
の
中
核
は
自
衛
隊
員
で

あ
り
、
す
べ
て
の
隊
員
が
高
い
士

気
と
誇
り
を
持
ち
、
個
々
の
能
力

を
発
揮
で
き
る
環
境
を
整
備
す
べ

く
、
人
的
基
盤
の
強
化
は
強
力
に

推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。
２
０
２

４
年
10
月
9
日
に
内
閣
総
理
大
臣

を
議
長
と
し
た
関
係
閣
僚
会
議
を

設
置
し
、同
年
12
月
20
日
に
は「
自

衛
官
の
処
遇
・
勤
務
環
境
の
改
善

及
び
新
た
な
生
涯
設
計
の
確
立
に

関
す
る
基
本
方
針
」
を
取
り
ま
と

め
る
と
と
も
に
、
令
和
7
年
度
予

算
に
そ
の
一
部
を
計
上
し
た
こ
と

は
人
的
基
盤
の
強
化
と
い
う
意
味

で
は
極
め
て
意
義
深
い
。

五
【
結
　
言
】

　

防
衛
省
・
自
衛
隊
は
、
こ
の
よ

う
な
安
全
保
障
環
境
の
な
か
で
、

戦
略
三
文
書
に
基
づ
き
、
国
民
の

命
と
平
和
な
暮
ら
し
、
わ
が
国
の

領
土
・
領
海
・
領
空
を
断
固
と
し

て
守
り
抜
く
取
組
と
し
て
、
主
体

性
・
主
導
性
を
も
っ
て
、
現
在
、

日
本
の
防
衛
力
の
抜
本
的
強
化
を

推
進
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

こ
の
よ
う
な
わ
が
国
自
身
の
努
力

に
加
え
、
同
盟
国
・
同
志
国
と
の

協
力
・
連
携
も
重
要
で
あ
る
。（
資

料
は
「
令
和
７
年
度
防
衛
白
書
」

全
国
防
衛
協
会
令
和
７
年
総
会
資

料
、
読
売
新
聞
産
経
新
聞
記
事
等

参
考
）

楯じ
ゅ
ん　　
　
滴て

き

　
真
の
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー

　

米
大
リ
ー
グ
ド
ジ
ャ
ー
ス
の
大

谷
翔
平
選
手
は
８
月
24
日
の
米
サ

ン
デ
ィ
エ
ゴ
で
の
宿
敵
パ
ド
レ
ス

戦
に
出
場
、
チ
ー
ム
は
３
連
戦
の

う
ち
２
連
敗
し
、
本
人
も
12
打
数

無
安
打
の
ス
ラ
ン
プ
状
態
に
「
ど

う
し
た
ん
だ
M
V
P
？
新
人
か
」

等
々
、
ド
ジ
ャ
ー
ス
ベ
ン
チ
脇
に

陣
取
っ
た
パ
ド
レ
ス
の
フ
ァ
ン
か

ら
試
合
中
執
拗
に
ヤ
ジ
を
受
け
て

い
た
。
し
か
し
９
回
表
、
最
後
の

打
席
で
大
谷
選
手
は
４
試
合
ぶ
り

の
45
号
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
放
ち
、
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
一
周
後
、
チ
ー
ム
メ

イ
ト
と
の
ハ
イ
タ
ッ
チ
よ
り
先
に

そ
の
ヤ
ジ
を
飛
ば
し
て
い
た
男
の

前
に
行
っ
て
ハ
イ
タ
ッ
チ
し
、
旧

知
の
友
の
如
く
肩
を
叩
い
た
。
ま

さ
か
の
行
動
に
ヤ
ジ
親
父
は
一
瞬

怯
ん
だ
が
戸
惑
い
な
が
ら
応
え
た
。

後
に
「
俺
の
完
敗
だ
。
大
谷
は
史

上
最
高
の
選
手
だ
。フ
ァ
ン
に
な
っ

た
。」
と
述
懐
し
た
。

　

こ
の
大
谷
選
手
の
行
動
に
全
米

の
野
球
フ
ァ
ン
は
大
感
激
し
、
野

球
好
き
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
ま
で

「
こ
の
立
ち
居
振
る
舞
い
に
誠
実

さ
と
謙
虚
さ
を
感
じ
た
。
彼
は
す

べ
て
の
若
者
た
ち
の
偉
大
な
ロ
ー

ル
モ
デ
ル
だ
。
ブ
ラ
ボ
ー
翔
平
！
」

と
賞
賛
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
た
。

　

こ
れ
ぞ
武
士
道
精
神

4

4

4

4

4

の
最
高
の

顕
現
者
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

一
方
、
４
月
13
日
開
幕
し
た
大

阪
・
関
西
万
博
も
あ
と
数
日
残
す

こ
と
に
な
っ
た
が
７
月
12
・
13
日

航
空
自
衛
隊
の
「
ブ
ル
ー
イ
ン
パ

ル
ス
」
６
機
が
会
場
上
空
で
展
示

飛
行
を
行
い
、
大
阪
府
内
上
空
を

一
周
し
た
。
当
日
会
場
は
最
高
の

入
場
者
を
記
録
し
、
場
外
で
は
ビ

ル
の
屋
上
、
高
い
丘
か
ら
一
瞬

の
飛
行
に
歓
声
を
挙
げ
た
。
そ
の

あ
っ
と
い
う
間
の
轟
音
と
ス
ピ
ー

ド
、
糸
の
よ
う
な
白
い
美
し
い
飛

行
雲
を
残
し
て
飛
び
去
る
雄
姿
は

老
若
男
女
を
問
わ
ず
一
瞬
に
し
て

数
百
万
の
人
々
に
感
動
と
勇
気
を

与
え
た
。こ
れ
ぞ
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー

だ
と
心
か
ら
声
援
を
送
っ
た
。

�

（
令
和
７
年
10
月
K
E
）

わ
が
国
を
取
り
巻
く

　
　 

安
全
保
障
環
境
に
つ
い
て

（２）
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知
人
か
ら
〝
大た

い

義ぎ

”
と
い
う
本
を

頂
戴
し
ま
し
た
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
司
令
官
ダ
グ

ラ
ス
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
戦
前
出
版

さ
れ
た
書
籍
の
中
か
ら
七
七
六
九
冊
も

の
愛
国
的
な
も
の
を
焚ふ

ん

書し
ょ

（
禁
書
）
と

し
ま
し
た
。
彼
は
心
底
、
日
本
人
の

精
神
性
を
恐
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
終
戦
直
後
、
小
学
生
の
使
う

教
科
書
で
す
ら
、
墨
で
塗
り
つ
ぶ
さ
せ

伏
せ
字
に
し
た
も
の
で
勉
強
さ
せ
て
い

る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
徹
底
ぶ
り
（
恐

怖
心
）
が
よ
く
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
こ

の
〝
大
義
”
は
、
そ
の
中
心
核
を
為
し

て
い
る
も
の
と
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
考
え
、

「
何
が
あ
っ
て
も
こ
の
本
だ
け
は
抹
殺

し
ろ
」
と
血
眼
に
な
っ
て
、
消
し
去
ろ

う
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
「
大
義
」
は
、
昭
和
十
年
代
の

物
の
な
い
時
代
に
何
と
百
三
十
万
部
も

売
れ
た
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
で
す
。（
夏
目

漱
石
の
「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」
で
さ
え

二
万
部
で
し
た
）。

　

こ
の
本
の
著
者
は
、
広
島
出
身
の
旧

陸
軍
の
陸
軍
中
佐
・
杉
本
五
郎
で
、
当

時
の
青
年
達
に
読
み
継
が
れ
、「
い
か

に
死
す
べ
き
か
」
と
い
う
「
武
士
道
」

の
心
得
を
書
い
た
「
国
家
観・死
生
観
」

の
名
著
と
な
っ
た
の
で
す
。

▼
「
大
義
」
の
内
容

　

こ
の
本
を
読
み
始
め
て
私
が
感
じ

た
こ
と
は
、「
時
代
感
覚
に
隔
世
の
感

が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
第
一
に
、

現
在
の
我
々
に
は
そ
の
文
体
が
と
て
も

難
解
で
、
そ
の
内
容
も
最
初
の
部
分
は

「
尊
皇
」
的
表
現
で
彩
ら
れ
て
い
る
た

め
、
文
体
の
難
解
さ
は
こ
の
書
の
冒
頭

か
ら
伺
え
ま
す
。

「
吾わ

れ

児じ

孫そ
ん

の
以
て
依
る
べ
き
大だ

い

道ど
う

を
直じ

指さ

す
。
名み

ょ
う
り利
何
ん
す
る
も
の
ぞ
、
地
位
何

者
ぞ
…
云
々
」

　

こ
ん
な
難
解
な
言
葉
か
ら
始
ま
る

「
大
義
」
の
各
章
は
、
著
者
自
身
が
中

隊
長
を
務
め
て
い
た
中
隊
の
部
下
（
青

年
将
校
）
指
導
の
た
め
に
書
い
た
と
同

時
に
、
自
分
自
身
の
子
孫
な
い
し
後
世

の
青
年
へ
の
遺
言
書
的
性
格
が
随
所
に

表
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、

・
天
皇
・
道
徳
・「
無
」
の
自
覚
到
達

の
大
道　
・
皇
道
と
続
き
、
第
六
章

の
・
解
党
で
は
、
聖
徳
太
子
の
十
七
条

憲
法
の
第
一
条
「
和
を
以
て
貴
し
と
為

し
」
を
引
用
し
、「
大
道
は
無
門
、
千せ

ん

差さ

路ろ

あ
り
、
此
関
を
透
得
せ
ば
、
乾
坤

に
独
歩
せ
ん
…
」
と
派
閥
の
愚
か
さ
を

述
べ
、
こ
れ
を
体
現
出
来
る
民
族
は
日

本
人
だ
け
だ
と
喝
破
し
ま
す
。

　

続
い
て
、・
生
活
原
則
…
天
皇
の
習

慣
を
臣
民
（
国
民
）
は
見
習
う
。

・
七し

ち
し
ょ
う
め
つ
ぞ
く

生
滅
賊
…
「
何
度
生
ま
れ
変

わ
っ
て
も
、
賊
（
朝
敵
）
を
滅
ぼ
す
」

楠く
す
の
き木
正ま

さ

成し
げ

が
弟
の
正ま

さ
す
え季

と
、
神
戸
湊

川
で
自
刃
す
る
時
に
交
わ
し
た
最
後

の
言
葉
。

・
国
防
…
「
国
防
と
は
国
家
の
独
立
及

び
永え

い
し
ょ
う昌

を
確
保
す
る
の
謂い

い
、
外
敵

の
侵
入
及
び
攻
撃
に
対
す
る
国
家
の

防
衛
、
国
策
遂
行
に
対
す
る
妨
害
の

排
除
は
勿
論
、
海
外
に
於
け
る
利
権

の
擁
護
等
を
も
包
含
す
る
も
の
と
す
」

と
い
う
世
界
常
識
と
力
説
し
ま
す
が
、

「
我
が
国
は
少
し
事
情
が
違
う
」
と
以

下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

　

天
皇
国
日
本
は
然
ら
ず
。
万ば

ん

邦ほ
う

無む

比ひ

（
世
界
中
に
は
な
い
）
の
国
体
た
る

皇
国
に
は
、
お
の
ず
か
ら
万
邦
無
比
な
る

大
精
神
に
生
く
る
こ
と
、
是
れ
皇
国
国

防
の
基
調
な
り
。
八は

っ

紘こ
う

（
全
世
界
）
は

天
皇
の
所
有
な
り
。
何
を
か
国
家
の
独ど

く

立り
つ

永え
い
し
ょ
う
昌
（
独
立
し
て
長
く
栄
え
る
こ
と
）

と
い
う
や
。
…
（
中
略
）
…
太
陽
（
天

照
大
神
）
は
万
物
を
育
成
す
。
太
陽
を

以
て
国
旗
と
な
す
、
世
界
に
君
臨
せ
ら
る

べ
き
は
、
天あ

ま

津つ

日ひ

嗣つ
ぎ

の
（
皇
祖
神
武
天

皇
の
霊
を
受
け
継
ぐ
）
天
皇
に
お
在わ

し

ま
す
こ
と
を
歴れ

き

々れ
き

文ぶ
ん
み
よ
う
明
（
さ
ま
ざ
ま
な

社
会
）
に
表
現
す
、
肇

ち
ょ
う
こ
く国
以
来
の
大
信

念
な
り
。
天
皇
は
万
国
を
修
理
固
成
し

給
う
。（
創
り
固
め
成
せ
：
国
土
を
き
ち

ん
と
形
づ
く
り
、
治
め
よ
と
い
う
古
事
記

の
言
葉
）
然
し
な
が
ら
、
天
皇
は
世
界

修
理
固
成
の
機
関
に
非
ず
。
と
、
我
が

国
の
精
神
の
特
異
性
に
見
合
っ
た
国
防

の
在
り
方
を
、如
実
に
著
し
て
い
ま
す
。

　

当
時
の
日
本
は
こ
の
思
想
が
、
名

実
共
に
行
動
で
示
さ
れ
て
い
た
わ
け
で

す
か
ら
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
も
恐
れ
る
訳

で
す
。

▼
第
一
等
の
人
物
と
は

　

杉
本
五
郎
の
言
う「
第
一
等
の
人
物
」

と
は
、
地
位
で
も
な
く
、
蓄
財
で
も
無

く
「
唯
々
こ
と
の
大
小
に
拘
わ
ら
ず
、

道
の
た
め
に
殉
じ
た
忠

ち
ゅ
う
し
ん臣
義ぎ

士し

」
の
こ

と
で
す
。

　

中
で
も
大
義
に
殉
じ
た
忠ち

ゅ
う
れ
つ烈
の
大た

い

士し

の
こ
と
を
指
し
て
い
ま
す
。そ
れ
は
、

当
代
随
一
の
大
危
険
人
物
と
目も

く

さ
れ
る

こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
昔
を

振
り
返
っ
て
み
る
と
何
と
冷
酷
且
つ
薄

幸
の
運
命
に
翻
弄
さ
れ
た
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
は
、
仇
敵
の
よ
う
に
追
放
・

処
断
・
迫
害
を
受
け
、
甚
だ
し
い
場

合
は
中
国
の
風
習
の
よ
う
に
一
族
総
て

が
処
刑
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

か
の
大だ

い

楠な
ん

公こ
う

を
以
て
し
て
も
、
三
百
年

間
逆
賊
の
汚
名
を
着
せ
ら
れ
た
ま
ま

で
し
た
。

　
〝
大
義
”
は
「
先せ

ん

覚か
く

優ゆ
う

勢せ
い

の
士
は
、

生
き
て
は
刑
戮
に
遭
い
、
死
し
て
は
万

人
敬
慕
し
て
神
に
祀
る
」

　
つ
ま
り
、
世
人
に
先
ん
じ
て
物
事
の

道
理
や
移
り
変
わ
り
を
見
抜
く
優
秀

な
人
間
は
、
こ
ん
な
理
不
尽
な
運
命
を

辿
る
も
の
だ
と
、
い
み
じ
く
も
は
っ
き

り
言
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
古
今
、

洋
の
東
西
に
関
係
な
く
、
悉

こ
と
ご
とく

そ
の
よ

う
に
な
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

▼
楠く

す
の
き木
正ま

さ

成し
げ

　

後
醍
醐
天
皇
の
御
代
（
鎌
倉
時
代
後

期
）
の
一二
九
四
年
、
現
在
大
阪
の
千
早
赤

阪
村
に
御
家
人
（
鎌
倉
幕
府
に
仕
え
る
武

士
）
の
子
と
し
て
生
ま
れ
（
諸
説
あ
り
）、

後
醍
醐
天
皇
に
よ
る
鎌
倉
幕
府
倒
幕
計
画

「
元げ
ん

弘こ
う
の
変
」
に
於
い
て
天
皇
に
認
め
ら
れ
、

地
元
赤
坂
城
に
て
挙
兵
し
ま
す
。
そ
の
時
、

北
条
高
時
率
い
る
幕
府
軍
三
十
万
に
対
し

て
、
た
っ
た
の
五
百
人
で
籠
城
し
な
が
ら
の

奇
襲
戦
法
で
圧
倒
的
な
兵
力
差
を
も
の
と

も
せ
ず
、
幕
府
軍
に
好
戦
し
ま
す
。
そ
の

勢
い
で
和
泉
、河
内
を
制
圧
。
一
三
三
三
年
、

再
び
北
条
高
時
は
正
成
討
伐
軍
を
派
遣
し

ま
す
。
こ
こ
で
も
戦
上
手
の
正
成
は
奇
策

を
用
い
勝
利
。
こ
の
戦
い
ぶ
り
に
、
諸
国

の
武
士
達
も
目
を
覚
ま
し
、
足あ
し

利か
が

尊た
か

氏う
じ
や

新に
っ
た田
義よ
し

貞さ
だ

な
ど
を
先
頭
に
、
幕
府
に
不
満

を
持
つ
武
士
達
が
立
ち
上
が
り
、
鎌
倉
幕

府
を
滅
亡
さ
せ
ま
す
。

　

そ
し
て
同
年
、
京
へ
凱
旋
し
て
政
権

を
握
っ
た
後
醍
醐
天
皇
は
「
建け
ん

武む

の
新し
ん

政せ
い

」
を
開
始
し
ま
す
。
し
か
し
、
貴
族
を

優
遇
す
る
新
政
に
武
士
た
ち
は
不
満
で
し

た
。
そ
し
て
、
後
に
は
、
武
家
政
権
を
打

ち
立
て
よ
う
と
し
た
足
利
尊
氏
と
、
あ
く

ま
で
後
醍
醐
天
皇
に
忠
義
を
尽
く
そ
う

と
す
る
楠
木
正
成
は
敵
味
方
に
分
か
れ
対

立
。
最
後
に
正
成
は
公
家
達
に
京
の
都
で

の
籠
城
戦
を
具
申
し
ま
す
が
、
却
下
さ
れ
、

一
三
三
六
年
、
九
州
に
落
ち
延
び
て
い
た
足

利
尊
氏
軍
が
勢
力
を
盛
り
返
し
て
、
神
戸

湊
川
で
合
戦
し
、
弟
正
季
と
共
に
討
ち
死

に
し
ま
す
。

　

杉
本
五
郎
に
は
「
こ
の
生
き
様
こ
そ

自
分
が
こ
の
世
に
生
を
受
け
た
〝
大
義

名
分
”
を
与
え
ら
れ
た
出
来
事
」
と

映
り
、
そ
こ
に
皇
国
の
在
り
方
を
見
つ

け
て
、
こ
の
書
を
認し

た
ため

た
の
で
す
。
こ

れ
が
記
さ
れ
た
当
時
も
私
利
我
欲
の

徒
が
横
行
し
、
国
際
関
係
も
焦き

な

臭く
さ

さ

が
漂
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
節

故
に
こ
の
「
大
義
」
と
い
う
書
が
民
衆

に
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
私

は
現い

在ま

の
政
治
を
司
っ
て
い
る
人
達
の

堕
落
ぶ
り
と
共
通
点
が
あ
る
様
に
思

え
て
な
り
ま
せ
ん
。

連
載
エ
ッ
セ
イ

夕
暮
れ
の
街 

そ
の
�

新
渡
戸
稲
造
・
武
士
道
�

M
&
U
ス
ク
ー
ル
学
長　
梅う
め　
谷た
に　
忠た
だ　
洋ひ
ろ

（
フ
ル
ー
ト
奏
者
・「
お
も
い
で
酒
」
作
曲
家
）

●
戦
後
80
年
国
際
秩
序
の
崩
壊
　

　

戦
後
80
年
に
わ
た
る
国
際
秩
序
の

崩
壊
が
始
ま
っ
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
自

由
主
義
諸
国
が
共
有
す
る
価
値
観
の

中
で
も
、
特
に
「
法
の
支
配
」
は
秩

序
維
持
の
重
要
な
基
本
で
あ
っ
た
。
し

か
し
ト
ラ
ン
プ
第
２
次
政
権
発
足
後
の

８
か
月
間
、
米
国
は
「
法
の
支
配
」
よ

り
も
「
米
国
第
一
」
を
優
先
し
て
い
る
。

ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
就

任
演
説
に
お
い
て
、「
最
も
重
要
な
こ

と
は
、
戦
争
に
関
わ
ら
な
い
こ
と
だ
」

と
述
べ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
停
戦
を

急
が
せ
る
と
と
も
に
、
停
戦
後
に
お
け

る
安
全
保
証
を
欧
州
に
任
せ
よ
う
と

し
て
い
る
。
戦
場
で
有
利
な
状
況
に
あ

り
、
人
的
、
物
的
、
経
済
的
に
も
ま

だ
戦
え
る
ロ
シ
ア
は
停
戦
を
急
ぐ
必
要

が
な
い
。
停
戦
を
焦
り
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー

大
統
領
に
譲
歩
を
迫
る
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
と
は
対
照
的
に
、
プ
ー
チ
ン
大
統

領
は
一
貫
し
て
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
中
立

化
、
非
軍
事
化
」
を
譲
っ
て
い
な
い
。

こ
の
ま
ま
い
け
ば
、
ロ
シ
ア
に
不
法
に

占
拠
さ
れ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
土
の
約
２

割
は
ロ
シ
ア
の
領
土
と
し
て
既
成
事
実

化
さ
れ
る
。「
力
の
支
配
」
を
誰
も
制

止
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
弱
肉
強
食
の

時
代
が
現
実
な
の
だ
。

　

ま
た
関
税
を
武
器
と
し
、
２
国
間

関
係
で
最
大
の
利
益
を
得
よ
う
と
す

る
米
国
の
取
引
外
交
は
、
中
国
に
対

抗
し
よ
う
と
す
る
西
側
陣
営
の
結
束

に
亀
裂
を
生
み
だ
し
て
い
る
。

　

９
月
２
日
、
中
国
と
ロ
シ
ア
が
主
導

す
る
「
上
海
協
力
機
構
」
の
首
脳
会

議
に
お
い
て
は
、
中
国
が
欧
米
主
導
の

国
際
秩
序
に
対
抗
し
結
束
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
形
と
な
っ
た
。
米
国
か
ら
50
％

の
関
税
を
懸
け
ら
れ
た
イ
ン
ド
の
ナ
レ

ン
ド
ラ
・
モ
デ
ィ
首
相
が
、
こ
の
会
議

に
お
い
て
習
近
平
主
席
、
ウ
ラ
ジ
ミ
ー

ル
・
プ
ー
チ
ン
大
統
領
と
談
笑
す
る
様

子
は
、
米
外
交
に
戦
略
性
が
欠
如
し

て
い
る
こ
と
を
露
呈
し
た
。
加
え
て
翌

日
の
９
月
３
日
、
北
京
で
実
施
さ
れ

た
中
国
の
軍
事
パ
レ
ー
ド
に
参
列
し
た

プ
ー
チ
ン
大
統
領
、
金
正
恩
総
書
記

と
習
主
席
の
三
者
が
揃
っ
て
居
並
ぶ
様

子
は
、
権
威
主
義
３
か
国
の
軍
事
的

な
連
帯
が
益
々
強
く
な
っ
て
い
る
こ
と

を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

●
台
湾
有
事
、
米
国
は
参
戦
す
る
か

　

米
国
は
欧
州
の
安
全
保
障
枠
組
み

か
ら
手
を
引
こ
う
と
し
て
い
る
が
、

そ
の
背
景
に
は
中
国
対
応
に
軍
事
力

を
集
中
す
る
目
的
が
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
。
ピ
ー
ト
・
ヘ
グ
セ
ス
米
国
防
長

官
が
、５
月
に
策
定
を
指
示
し
た
「
国

家
防
衛
戦
略
」
は
、
近
い
う
ち
に
概

要
が
公
表
さ
れ
る
が
、
国
防
総
省
と

し
て
重
視
す
る
二
つ
の
内
容
が
示
さ

れ
る
模
様
だ
。
①
米
本
土
防
衛
を
最

優
先
と
す
る
こ
と
。
②
同
時
に
米
国

の
唯
一
の
脅
威
で
あ
る
中
国
を
抑
止

す
る
こ
と
。

　

米
国
が
本
土
防
衛
と
同
様
に
中
国

対
応
を
優
先
す
る
考
え
は
、
中
国
の

軍
事
的
脅
威
の
最
前
線
に
位
置
す
る

我
が
国
と
し
て
は
望
ま
し
い
こ
と
で

あ
る
。
し
か
し
我
が
国
防
衛
に
死
活

的
に
影
響
を
及
ぼ
す
台
湾
有
事
に
際

し
て
、
米
国
が
確
実
に
介
入
す
る
か

ど
う
か
は
依
然
と
し
て
「
曖
昧
」
で

あ
る
。

　

バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
在
任
当
時
３

度
、
記
者
の
質
問
に
対
し
介
入
の
意
志

を
示
し
た
。
し
か
し
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

が
台
湾
有
事
の
際
の
米
国
の
介
入
に

関
し
て
述
べ
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
な
い
。

　

こ
の
点
、
ヘ
グ
セ
ス
国
防
長
官
は
３

月
30
日
、
日
米
防
衛
相
会
談
の
共
同

会
見
に
お
い
て
、「
中
国
共
産
党（
政
権
）

の
威
圧
的
行
動
に
日
米
が
結
束
し
て

立
ち
向
か
う
。
米
国
は
台
湾
海
峡
を

含
む
イ
ン
ド
太
平
洋
で
信
頼
の
お
け
る

抑
止
力
を
維
持
す
る
」と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、
米
国
の
国
家
防
衛
戦
略
策
定

に
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
と
さ
れ
る
エ

ル
ブ
リ
ッ
ジ
・
コ
ル
ビ
ー
国
防
次
官
は
、

３
月
５
日
の
米
上
院
公
聴
会
で
、「
今

後
数
年
間
に
中
国
が
台
湾
を
攻
撃
す

る
可
能
性
は
現
実
的
に
あ
る
」
と
の
脅

威
認
識
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、「
台

湾
を
失
う
こ
と
は
米
国
の
国
益
に
と
っ

て
深
刻
な
打
撃
と
な
る
」
と
発
言
し
て

い
る
。

　

加
え
て
コ
ル
ビ
ー
次
官
は
、
曖
昧
戦

略
を
と
る
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
、
米

国
が
介
入
の
意
志
を
明
確
に
示
す
こ

と
に
よ
り
、
中
国
の
過
剰
な
反
応
を
招

く
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
と
と
も
に
台
湾

の
防
衛
努
力
を
真
剣
に
さ
せ
る
た
め
に

も
「
曖
昧
」
な
ま
ま
が
適
切
で
あ
る

と
し
て
い
る
。

●
日
本
の
覚
悟
を
示
せ

　

国
家
の
危
機
管
理
に
お
い
て
は
、
最

悪
の
場
合
に
お
い
て
も
国
の
独
立
と
安

全
を
全
う
で
き
る
体
制
の
構
築
が
欠

か
せ
な
い
。

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
の
自
国
優
先
姿
勢

を
考
慮
す
れ
ば
最
悪
の
場
合
、
台
湾

有
事
に
米
国
の
介
入
が
な
い
可
能
性

を
も
考
え
て
お
く
べ
き
こ
と
は
常
道

だ
。
米
国
に
見
捨
て
ら
れ
れ
ば
、
台
湾

は
中
国
の
「
力
の
支
配
」
の
下
、
統
一

さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
結
果
、

中
国
は
、
台
湾
を
根
拠
地
と
す
る
圧

倒
的
な
戦
力
に
よ
り
、
尖
閣
を
含
む

先
島
諸
島
、
沖
縄
本
島
、
そ
し
て
西

太
平
洋
一
帯
を
制
圧
す
る
軍
事
的
態
勢

を
確
立
で
き
る
。
こ
れ
は
日
本
の
国
益

を
大
き
く
損
ね
、
日
本
の
安
全
保
障

態
勢
の
歴
史
的
、
根
本
的
な
大
転
換

を
迫
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
我

が
国
の
国
益
の
た
め
に
も
、
台
湾
が
権

威
主
義
国
中
国
の
軍
門
に
降
る
こ
と
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

台
湾
有
事
を
抑
止
す
る
た
め
今
後

何
を
為
す
べ
き
な
の
か
、
防
衛
力
の
抜

本
的
強
化
の
み
な
ら
ず
、
国
の
力
全
て

を
総
合
し
て
抑
止
で
き
る
国
家
態
勢

を
速
や
か
に
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

勿
論
、
我
が
国
の
国
力
上
、
米
国

の
力
な
く
し
て
は
中
国
、
そ
し
て
台
湾

有
事
、
中
国
と
連
携
す
る
ロ
シ
ア
、
北

朝
鮮
連
合
に
立
ち
向
か
う
こ
と
は
で

き
な
い
。
平
時
に
は
曖
昧
で
あ
っ
て
も
、

米
国
に
と
っ
て
有
事
に
な
れ
ば
米
軍
の

兵
士
の
命
を
懸
け
て
で
も
日
本
が
守
る

価
値
あ
る
国
と
な
る
よ
う
、
米
国
と
の

同
盟
関
係
を
強
化
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
。

　

こ
の
た
め
に
も
ト
ラ
ン
プ
氏
に
対

し
、
日
本
防
衛
の
強
い
覚
悟
を
示
し
た

上
で
、
強
固
な
日
米
の
連
携
に
よ
り
台

湾
有
事
を
抑
止
す
る
こ
と
が
米
国
の

国
益
に
も
か
な
う
こ
と
を
認
識
さ
せ
る

こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。

　

そ
の
覚
悟
と
は
憲
法
改
正
で
あ
る
。

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
３
月
７
日
及
び
４

月
11
日
、
日
米
同
盟
に
関
し
、「（
米

国
は
日
本
を
守
る
が
）
日
本
は
米
国

を
守
る
必
要
が
な
い
」
と
日
本
に
強
い

不
満
を
示
し
た
。
安
倍
政
権
当
時
の

２
０
１
５
年
に
制
定
さ
れ
た
平
和
安

全
法
制
に
よ
り
、
日
本
政
府
が
「
存

立
危
機
事
態
」
を
認
定
す
れ
ば
、
集

団
的
自
衛
権
の
一
部
行
使
に
よ
り
自

衛
隊
は
米
軍
を
守
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
。
し
か
し
そ
れ
は
限
定
的
で
あ
っ

て
、
米
軍
と
自
衛
隊
が
対
等
に
守
り

あ
う
と
い
う
関
係
で
は
な
い
。
平
和

安
全
法
制
制
定
か
ら
10
年
を
経
た
今
、

先
述
し
た
と
お
り
安
全
保
障
環
境
が

極
め
て
悪
化
し
て
い
る
。
憲
法
に
自

衛
隊
を
明
記
す
る
こ
と
だ
け
で
は
、
こ

の
危
機
を
防
ぐ
こ
と
は
難
し
い
。
憲

法
９
条
第
２
項
を
削
除
し
、
自
衛
隊

を
軍
と
位
置
づ
け
、
米
軍
と
相
互
に

守
り
あ
え
る
体
制
に
す
る
と
と
も
に
、

日
米
豪
比
４
か
国
に
よ
る
集
団
防
衛

体
制
構
築
に
よ
り
、
台
湾
有
事
生
起

の
抑
止
力
を
強
化
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

　

次
の
総
選
挙
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ

う
な
我
が
国
の
安
全
保
障
が
争
点
と

な
る
こ
と
を
願
っ
て
止
ま
な
い
。

特
別
寄
稿 

「
日
本
の
覚
悟
を
示
せ
」

元
陸
上
幕
僚
長

（�・
第
７
師
団
長 

・
統
合
幕
僚
副
長

・
北
部
方
面
総
監
歴
任
）

岩　

田　

清　

文

　

（３）




